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ドお し ら せ ワ イ

高齢者の火災死を予防しましょう
■問合せ　消防本部 予防課 予防係（☎ 0739-26-9954）

　

平
成
26
年
中
に
お
け
る
全
国

の
火
災
に
よ
る
死
者
数
︵
放

火
自
殺
者
等
を
除
く
。︶
は

１
２
６
２
人
で
、
こ
の
う
ち
建

物
火
災
に
お
け
る
死
者
数
は

１
１
２
７
人
で
約
90
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
火
災
に
よ
る
死

者
数
の
う
ち
、住
宅︵
一
般
住
宅
・

併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
︶
火
災

に
よ
る
も
の
は
１
０
０
６
人
で

約
90
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
数
を
年
齢
別
に
み
る
と
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
６
９
９

人
で
約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
火
災
死
に
至
っ
た

原
因
と
し
て
は
、
逃
げ
遅
れ
が

最
も
多
く
、
着
衣
に
火
が
付
く

着
衣
着
火
が
高
齢
者
特
有
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、高
齢
化
が
一
層
進
み
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日

頃
か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
次
の
事
項
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
た
ば
こ

◇
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

◇
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く

等
、
す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
吸
い
殻
は
水
に
つ
け
て
か

ら
、
捨
て
ま
し
ょ
う
。

■
暖
房
器
具

◇
ス
ト
ー
ブ
を
付
け
た
ま
ま
寝

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
こ
た
つ
の

中
で
、
洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
に
近
づ
き
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ー
ブ
に
燃
料
を
補
給
す

る
場
合
は
、
火
を
消
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ソ
リ
ン
等
、
間
違
っ
た
種

類
の
燃
料
を
給
油
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
布
団
や
カ
ー
テ
ン
等
の
近
く

で
、
暖
房
器
具
を
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ん
ろ

◇
調
理
中
に
台
所
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
こ
ん
ろ
の
周
り
は
、
い
つ
も

整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
袖
口
の
広
い
衣
服
の
着
用
時

は
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
電
気

◇
た
こ
足
配
線
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。

◇
電
気
コ
ー
ド
が
、
家
具
の
下

敷
き
等
に
よ
り
傷
付
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
電
気
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、

ね
じ
れ
た
り
し
た
状
態
で
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成 29年度の軽自動車税について
■問合せ　税務課 庶務係（☎ 0739-26-9919）

市税に対するご理解と納期限までの納付をお願いします
■問合せ　納税推進室 徴収係（☎ 0739-26-9922）

　

市
税
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の

生
活
を
支
え
、
住
み
よ
い
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。
市
税
に
対
す
る
ご
理
解

と
納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
11
月
・
12
月
は
「
合
同
滞
納

整
理
強
化
月
間
」

　

市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期

限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
め
忘
れ
は
、
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
た
方
と
の
公
平
を
保
ち
、
滞

納
額
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、

和
歌
山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税

回
収
機
構
と
合
同
で
、
11
月
・

12
月
を
﹁
合
同
滞
納
整
理
強
化

月
間
﹂
と
し
て
、
財
産
の
差
押

え
︵
預
金
、給
与
や
不
動
産
等
︶

等
滞
納
処
分
を
強
化
し
、
税
収

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
滞
納
処
分

　

納
期
限
を
過
ぎ
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
て
か
ら
10
日
を
経
過

し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
財
産
調
査

を
行
い
、
預
金
、
給
与
や
不
動

産
を
差
し
押
さ
え
る
等
の
処
分

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
延
滞
金

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
税
金
を
納
め
た
日
ま
で
の

期
間
の
日
数
に
応
じ
、
所
定
の

割
合
で
計
算
し
た
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ

て
税
額
の
み
を
納
付
さ
れ
た
場

合
、
延
滞
金
を
別
途
請
求
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
納
税
の
ご
相
談
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
事
情
等
で
市
税
の

納
付
が
困
難
な
方
の
納
税
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

滞
納
と
な
る
前
に
、
ま
ず
相
談

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
毎
週
㊍
は
、
19
時
ま
で
窓

口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
に
す
る
と
納
期
を

忘
れ
る
心
配
が
な
く
、
指
定
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
等
へ
お
出

掛
け
に
な
る
手
間
が
省
け
、
大

変
便
利
で
す
。
納
期
限
の
１
か

月
前
ま
で
に
、
預
貯
金
通
帳
と

通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
の
上
、

取
扱
い
金
融
機
関
の
窓
口
で
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
み
用
紙
は
、
市
内
の
各
金
融

機
関
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。︵
通
帳
届
出
印
を
照
合
す

る
た
め
、
市
役
所
窓
口
で
は
お

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。︶

■
原
動
機
付
自
転
車
及
び
二
輪
車
等

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
か
ら
左
表
の
税
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　

平
成
29
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。
左
表
①
の
う
ち
、
平

成
28
年
4
月
1
日
以
後
、
毎
年
4
月

1
日
の
賦
課
期
日
現
在
に
、
新
車
登

録
か
ら
13
年
を
超
え
る
車
両
は
左
表

③
の
重
課
税
率
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

■
三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
係
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

に
つ
い
て（
平
成
29
年
度
の
み
適
用
）

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
、
適
用

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
特
例
措
置
が

１
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
中
︵
平
成
28
年
4
月

1
日
～
平
成
29
年
3
月
31
日
︶
に
新

車
登
録
を
し
た
一
定
の
環
境
性
能
を

有
す
る
軽
四
輪
車
等
︵
三
輪
以
上
の

軽
自
動
車
︶
に
つ
い
て
、
そ
の
燃
費

性
能
に
応
じ
て
左
表
の
と
お
り
グ

リ
ー
ン
化
特
例
︵
軽
課
︶
が
適
用
さ

れ
、軽
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

車　　　種 税率（年額）
変更前 変更後

原動機付自転車

50cc 以下又は 0.6kw 以下 1,000 円 2,000 円
50cc を超え 90cc 以下又は 0.6kw を超え 0.8kw 以下 1,200 円 2,000 円
90㏄を超え 125㏄以下又は 0.8kw を超え 1kw 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,000 円 2,000 円
その他のもの 4,700 円 5,900 円

2 輪の軽自動車 総排気量が 125cc を超え 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
2 輪の小型自動車 総排気量が 250cc を超えるもの 4,000 円 6,000 円

車　　　種

税率（年額）
①平成 27年
3月 31日以前
新車登録（旧）

②平成 27年
4月 1日以後
新車登録（新）

③新車登録か
ら 13年経過
（重課）※

軽自動車

3 輪で総排気量が 660㏄以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

4 輪以上で
総排気量が
660㏄以下

乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

※③に該当するものは、平成 16 年３月 31 日以前に新車登録された車両です。中古車の場合は、
購入された年月と新車登録年月とは異なりますのでご注意ください。（被けん引車、電気自動
車等を除きます。）

対象車 内容

電気自動車等 税率をおおむね
75％軽減

H32 年度燃費基準
＋ 20％達成車

税率をおおむね
50％軽減

H32 年度燃費基準達成車 税率をおおむね
25％軽減

車　　　種

標準税率
（平成 27年 4月
1日以降に新車登
録された車）

グリーン化特例（軽課）
（平成 29年度のみ）

おおむね
25％軽減

おおむね
50％軽減

おおむね
75％軽減

軽自動車

3 輪で総排気量が 660cc 以下 3,900 円 3,000 円 2,000 円 1,000 円

4 輪以上で
総排気量が
660cc 以下

乗用 営業用 6,900 円 5,200 円 3,500 円 1,800 円
自家用 10,800 円 8,100 円 5,400 円 2,700 円

貨物用 営業用 3,800 円 2,900 円 1,900 円 1,000 円
自家用 5,000 円 3,800 円 2,500 円 1,300 円

※いずれも平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）に限ります。

■対象及び軽課割合

■軽課を適用した場合の税率

対象車 内容

電気自動車等 税率をおおむね
75％軽減

H27 年度燃費基準
＋ 35％達成車

税率をおおむね
50％軽減

H27 年度燃費基準
＋ 15％達成車

税率をおおむね
25％軽減

◇軽乗用車 ◇軽貨物車
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11 月 7日㊊から「湊」の住居表示を実施します
■問合せ　土地対策課 土地利用係（☎ 0739-26-9915）

　

分
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
、
よ
り
良
い
市
民
生
活
を
営
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
﹁
住
居
表
示
に
関

す
る
法
律
﹂
に
基
づ
き
、
住
居
表
示

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
住
所
の
表
し
方
で

は
、
町
の
区
域
が
広
く
、
境
界
が
入

り
組
ん
で
い
た
り
、
同
じ
住
所
を
使

用
し
て
い
る
所
や
住
所
が
順
番
に
並

ん
で
い
な
い
所
が
あ
る
等
、
分
か
り

に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住

居
表
示
の
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
消
し
、
日
常
生
活
や
経
済

活
動
の
利
便
性
を
高
め
、
救
急
活
動

や
防
災
活
動
等
の
迅
速
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
11
月
７
日
㊊
か

ら
湊
・
南
新
町
の
一
部
区
域
を
﹁
湊
﹂

と
し
て
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
昭
和
52
年
2
月
21

日
実
施
の
﹁
朝
日
ヶ
丘
﹂﹁
新
万
﹂

を
始
め
と
し
て
、
最
近
で
は
平
成
25

年
11
月
5
日
に
﹁
東
陽
﹂
で
住
居
表

示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︵
今
回
の

実
施
で
38
の
町
の
区
域
が
完
了
と
な

り
ま
す
。︶

　

今
回
の
住
居
表
示
は
、
第
21
次
住

居
表
示
整
備
事
業
と
し
て
、
地
元
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
田
辺
市
住
居
表
示
審
議

会
の
答
申
を
受
け
、
田
辺
市
議
会
の

公
共
施
設
の
新
住
所

平成 28年度生涯学習フェスティバルを開催します
■問合せ　生涯学習課 生涯学習推進係（☎ 0739-26-4908）

☆
11
月
26
日
㊏
・
27
日
㊐

☆
10
時
～
16
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー　

ほ
か

■
語
句
説
明

﹇
申
﹈
事
前
に
上
記
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
】

■
26
日
開
催

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
︙
9

時
30
分
～

◇
1
階

○
木
工
体
験

○
ジ
ェ
ン
と
世
界
の
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
ト
体
験

○
女
性
会
田
辺
支
部
﹁
も
っ
た
い
な

い
。
捨
て
る
前
に
活
用
し
よ
う
！
﹂

◇
2
階

○
三
栖
公
民
館　

大
正
琴
サ
ー
ク
ル

○
長
野
公
民
館　

大
正
琴
サ
ー
ク
ル

○
ひ
が
し
公
民
館　

手
話
サ
ー
ク
ル

﹁
ス
マ
イ
ル
﹂

○
東
部
公
民
館　

舞
踊
サ
ー
ク
ル

﹁
東
舞
乃
会
﹂

○
ミ
ニ
銅
鐸
を
作
っ
て
み
よ
う
！
～

祝 

世
界
遺
産
追
加
登
録
～
︙
小
学
5

～
6
年
生
、
3
回
実
施
で
各
回
先
着

5
名
、
参
加
費
５
０
０
円
。

○
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介
と

登
録
団
体
に
よ
る
発
表

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

○
環
境
を
考
え
る
市
民
の
集
い

◇
4
階

○
中
学
生
カ
フ
ェ
︙
衣
笠
中
学
校
・

東
陽
中
学
校

○
女
性
電
話
相
談　

専
用
電
話
︙
13

ペ
ー
ジ
参
照

○
お
し
ゃ
べ
り
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

◇
屋
外

○
南
ス
テ
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
ハ
ー
ト
ツ
リ
ー
︙
食
品
販
売

○
特
別
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ
︙
南
紀

チ
ア
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ス
タ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

■
27
日
開
催

◇
1
階

○
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
コ
ー
ナ
ー
︙

骨
密
度
測
定
と
健
康
相
談
。
市
内

に
住
民
票
の
あ
る
20
歳
以
上
の
女

性
︵
前
年
度
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
を
優
先
︶、
先
着
70
名
程
度
。
11

月
11
日
㊎
か
ら
健
康
増
進
課
︵
☎

０
７
３
９
︱

２
６
︱

４
９
０
１
︶
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

○
薬
剤
師
の
仕
事
～
調
剤
体
験
～

○
た
ば
こ
の
パ
ネ
ル
展

○
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
と
フ
ッ
化
物

塗
布

○
歯
科
相
談
と
口
腔
衛
生
指
導

○
出
張
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
相
談

○
元
気
た
な
べ
コ
ー
ナ
ー
﹁
食
を
考

え
る
﹂
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

○
乳
房
模
型
で
﹁
し
こ
り
﹂
触
診
体

験
・
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
＆
写
真
展

◇
2
階

○
わ
く
わ
く
実
験
！ 

発
明
ル
ー
ム
︙

小
学
4
～
6
年
生
、
先
着
20
名
︵
事

前
申
込
み
可
︶

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ビ
ー
バ
ー
隊

キ
ャ
ン
プ
広
場︵
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
︶

◇
4
階

○
幸
せ
づ
く
り
・
パ
ン
づ
く
り
︙
定

員
18
組
︵
1
人
で
も
可
︶、
参
加
費

５
０
０
円
。
11
月
17
日
㊍
締
切
り

﹇
申
﹈

◇
屋
外

○
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

︙
出
場
者
募
集
。
11
月
17
日
㊍
締
切

り
﹇
申
﹈

○
青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
両
日
開
催

◇
1
階

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

○
田
辺
工
業
高
校　

生
徒
作
品
展
示

○
世
界
遺
産
﹁
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
﹂
に
追
加
登
録
！
﹁
鬪
雞
神

社
・
北ほ

く
そ
ぎ
ご
え

郡
越
・
長
尾
坂
・
潮し

お
み
と
う
げ

見
峠
越
・

赤
木
越
﹂

○
狂
犬
病
予
防
・
動
物
愛
護
の
啓
発

○
浄
化
槽
の
仕
組
み
、
浄
化
槽
管
理

者
講
習
会

○
人
権
の
花
運
動　

写
真
コ
ン
テ
ス

ト
パ
ネ
ル
展
示

○
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り

○
学
童
保
育
所　

作
品
展
示

○
リ
サ
イ
ク
ル
展

○
応
急
手
当
体
験

◇
2
階

○
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

学
社
融
合
の
取
組
紹
介

○
よ
し
く
ま
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

○
市
立
幼
稚
園
絵
画
作
品
展

○
市
立
保
育
所
年
長
児
の
絵
画
展
示

○
リ
ユ
ー
ス
広
場
︙
衣
服
の
リ
ユ
ー
ス

○
世
界
遺
産
追
加
登
録
箇
所
紹
介

コ
ー
ナ
ー

○
田
辺
保
護
司
会
活
動
紹
介

◇
4
階

○
﹁
わ
た
し
の
町
の
宝
物
﹂
写
真
展

︵
仮
︶
︙
神
島
高
校
写
真
部
・
東
陽

中
学
校

○
紀
南
ユ
ネ
ス
コ
協
会
主
催
﹁
わ
た

し
の
町
の
た
か
ら
も
の
﹂
絵
画
展
＆

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

◇
屋
外

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
亭
︙
田
辺
市
青
年

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る﹁
た
こ
焼
き
﹂

販
売

○
あ
が
ら
丼
特
別
販
売

○
消
防
体
験
︙
は
し
ご
車
展
示
・
防

火
服
の
着
衣
体
験
・
水
消
火
器

○
ふ
れ
あ
い
広
場
︙
出
演
者
募
集
。

ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
等
﹇
申
﹈

【
南
方
熊
楠
顕
彰
館
】

■
26
日
開
催　

○
特
別
公
開
︙
21
ペ
ー
ジ
参
照

【
た
な
べ
る
】

■
27
日
開
催　

○
ス
ラ
イ
ド
劇
場
︙
25
ペ
ー
ジ
参
照

11
月
は
「
田
辺
市
学
び
月
間
」

11
月
第
4
㊏
は「
田
辺
市
学
び
の
日
」

!!

【
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

☆
受
付
・
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
等

☆
市
内
の
中
学
生

☆
11
月
17
日
㊍
ま
で
に
上
記
へ

【住所の表し方】
　この地区の住所は、新しい町名と道路等で区切られた街区符
号、建物に付けられた住居番号及び住居番号枝番を使って「湊
○番○号（又は○番○―○号）」と表します。これにより、町名
と街区符号で所在地の見当が付き、住居番号でどの建物かが分
かります。
■旧住所の表し方                  
〒 646―0031
田辺市 湊 ○○○番地 　 

（町名）（地番）     

■新しい住所の表し方
〒 646―0031
田辺市 湊　　 ○番 　　   ○号 　　又は、

（町名）　（街区符号）（住居番号）
〒 646―0031
田辺市 湊 　　○番    　　 ○     ―     ○号 

（町名）　（街区符号）（住居番号）（住居番号枝番）

　

郵
便
物
の
送
付
は
11
月
7
日

㊊
以
降
、
新
住
所
で
お
願
い
し

ま
す
。

【
主
な
施
設
】

■
田
辺
市
観
光
セ
ン
タ
ー

湊
1
番
20
号

▲住居表示が「湊」となる区域

議
決
を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

19
南新町

北新町

蟻
通
神
社

高雄二丁目

宝来町

高雄一丁目

JR紀
伊
田
辺
駅

東山一丁目東陽

下屋敷町
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ドお し ら せ ワ イ

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は重大な人権侵害です
～11月12日㊏～25日㊎は 「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です～

■問合せ　下記参照

配
偶
者
や
恋
人
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
（
い
わ
ゆ
る
「
Ｄ
Ｖ
」）

　

Ｄ
Ｖ
︵
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
︶
と
は
、﹁
配
偶
者
︵
事

実
婚
も
含
む
。︶
や
、
恋
人
・
パ
ー

ト
ナ
ー
等
の
親
密
な
関
係
に
あ
る
人

や
、
過
去
に
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た

人
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
﹂
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

男
性
が
被
害
に
遭
う
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で

す
。
平
成
26
年
に
内
閣
府
が
行
っ
た

﹁
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る

調
査
﹂
に
よ
る
と
、
女
性
の
約
4
人

に
１
人
が
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
約
10

人
に
１
人
は
何
度
も
被
害
を
受
け
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
市
が
平
成
24
年
に
行
っ
た

市
民
意
識
調
査
で
も
、
女
性
の
４
人

に
1
人
が
そ
れ
ぞ
れ
身
体
的
・
精
神

的
暴
力
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・
被
害

者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
特

に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
何
？

殴
る
・
蹴
る
だ
け
が
暴
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　

一
言
で﹁
暴
力
﹂と
い
っ
て
も
様
々

な
形
態
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

様
々
な
形
態
の
暴
力
は
単
独
で
起
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
何

種
類
か
の
暴
力
が
重
な
っ
て
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

◇
身
体
的
暴
力

殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
・
物
を
投

げ
つ
け
る
等

◇
精
神
的
暴
力

大
声
で
怒
鳴
る
・
交
友
関
係
や
電
話
、

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
細
か
く
監
視

す
る
・
生
活
費
を
渡
さ
な
い
・
子
供

に
危
害
を
加
え
る
等

◇
性
的
暴
力

嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
行
為
を
強

要
す
る
・
中
絶
を
強
要
す
る
・
避
妊

に
協
力
し
な
い
等

繰
り
返
さ
れ
る
暴
力

　

Ｄ
Ｖ
は
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル

が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
程
度

も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
間
隔
も
短
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

■
D
V
の
サ
イ
ク
ル

　

中
学
生
や
高
校
生
等
10
～
20
代
の

若
い
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
も
相
手
を
束

縛
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
が
増
え
て

い
ま
す
。
相
手
か
ら
の
﹁
暴
力
﹂
を

﹁
愛
情
表
現
﹂
と
思
い
込
み
、﹁
こ
ん

な
に
愛
さ
れ
て
い
る
﹂
と
勘
違
い
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

社
会
で
の
人
間
関
係
等
、
失
う
も
の

が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
被
害
者
に
与
え
る
影
響   

　

暴
力
に
よ
り
、
け
が
等
の
身
体
的

な
影
響
を
受
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
︵
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
︶
に
陥
る
等
、
精
神
的
な
影
響

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
子
供
に
与
え
る
影
響   

　

暴
力
を
目
撃
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
供
に
様
々
な
心
身
の
症
状
が

表
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

暴
力
を
目
撃
し
な
が
ら
育
っ
た
子
供

は
、
自
分
が
育
っ
た
家
庭
で
の
人
間

関
係
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
感
情
表
現

や
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
暴
力
を

用
い
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

さ
れ
た
ら
、
ま
ず
そ
の
思
い
を
受
け

止
め
、﹁
あ
な
た
は
、
悪
く
な
い
﹂

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
分
か
っ
て
も

ら
え
る
と
い
う
こ
と
が
﹁
力
﹂
に
な

り
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

■
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

◇
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番
又
は
田

辺
警
察
署

☎
０
７
３
９
︵
２
３
︶
０
１
１
０

◇
和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害

者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
︵
４
４
５
︶
０
７
９
３

◇
西
牟
婁
振
興
局 

保
健
福
祉
課

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
７
９
５
２

◇
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
紀

南
Ｄ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
︶

も
し
、
Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
方
が

い
た
ら
…

　

Ｄ
Ｖ
の
多
く
は
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
等
親
し
い
関
係
に
あ
る
男
性
が

女
性
に
対
し
て
加
え
る
暴
力
で
あ
る

た
め
、長
い
間﹁
家
庭
内
の
こ
と
﹂﹁
男

女
間
の
個
人
の
問
題
﹂
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
理
由
は
何
で
あ

れ
、暴
力
は
﹁
犯
罪
﹂
で
す
。
夫
婦
・

恋
人
等
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
っ
て
も

暴
力
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
、
自
分
自
身
を

責
め
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
あ
な
た
が
も
し
相
談

暴
力
の
特
徴

■
な
ぜ
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か   

◇
恐
怖
感

　
﹁
逃
げ
た
ら
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
﹂
と
い
う
強
い
恐
怖
か
ら
、
家

を
出
る
決
心
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

◇
無
力
感

　

暴
力
を
振
る
わ
れ
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、﹁
自
分
は
夫
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
﹂﹁
助
け
て
く
れ
る

人
は
誰
も
い
な
い
﹂
と
い
っ
た
無
気

力
状
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
複
雑
な
心
理

　
﹁
暴
力
を
振
る
う
の
は
、
私
の
こ

と
を
愛
し
て
い
る
か
ら
だ
﹂﹁
い
つ

か
変
わ
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か
﹂
と
の
思
い
か
ら
、
被
害
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
経
済
的
問
題

　

自
活
す
る
た
め
の
生
活
力
が
な
い

場
合
は
、
逃
げ
る
こ
と
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
子
供
の
問
題

　

子
供
が
い
る
場
合
は
、
子
供
の
安

全
や
就
学
の
問
題
等
が
気
に
掛
か

り
、
逃
げ
る
こ
と
に
踏
み
切
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
失
う
も
の

　

仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
築
い
た
地
域

☎
０
７
３
９
︵
２
４
︶
３
３
２
２

　

上
記
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
で
は
、
女
性
の
抱
え
る
い
ろ

い
ろ
な
悩
み
に
女
性
相
談
員
が
電
話

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
、
相
談
︵
27
ペ
ー
ジ

参
照
︶
し
て
く
だ
さ
い
。

■
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
を
特
別

開
設
！

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
女
性

電
話
相
談
を
、生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
合
わ
せ
て
11
月
26
日
㊏
の
10

時
～
14
時
に
特
別
開
設
し
ま
す
。

◇
相
談
専
用
電
話

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
４
９
１
９

　

女
性
相
談
員
が
、
あ
な
た
か
ら
の

電
話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
連
絡
会
企
画　
　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す

■
「
何
を
怖
れ
る
〜
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

を
生
き
た
女
た
ち
〜
」

☆
12
月
10
日
㊏

☆
13
時
30
分
～
15
時
30
分

☆
た
な
べ
る
２
階
﹁
大
会
議
室
﹂

☆
70
年
代
の
日
本
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ

に
始
ま
る
40
数
年
の
日
本
の
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
歴
史
と
、
現
在
も
続
い
て

い
る
様
々
な
女
性
た
ち
の
活
動
を
映

像
で
つ
づ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
す
。

　

映
像
に
よ
る
記
録
と
表
現
は
、
私

た
ち
に
豊
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

☆
50
名
﹇
先
着
﹈

☆
11
月
15
日
㊋
か
ら
電
話
又
は

F
A
X
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
一
時
保
育

　

小
学
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、

先
着
10
名
︵
要
予
約
︶
で
す
。
11
月
29

日
㊋
ま
で
に
、
左
記
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
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☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

▲今年度の啓発用ポスター

極端に優しくなる。
「絶対に暴力は振る
わない」と約束する。

開放期
（ハネムーン期）

暴力爆発期
怒りのコントロー
ルができなくな
り、激しい暴力を
振るう。

緊張形成期
徐々にパートナー
の緊張が増し、さ
さいなことから言
葉が荒くなり、軽
い暴力を振るうよ
うになる。


